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評価基準（該当欄に○等の印を付け、意見を記入してください。） 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込

まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込ま

れるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減

額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、共鳴トンネルダイオード（RTD）を用いたコンパクトな室温半導体テラヘルツ光源開

発の世界的な流れを先導してきた研究代表者らによる、テラヘルツデバイス物理の解明、テラヘルツ

デバイスの高性能化及びその応用展開を目的としたものである。 

当初の目標とした１mW の出力を目指した、大規模集積アレイによる光源の高出力化、また高周

波化及び位相同期による狭線化など、デバイス高性能化の研究は順調に進展している。テラヘルツ光

源を用いた応用展開としては、イメージングを始め、広域周波数可変素子を用いた創薬の分光分析、

テラヘルツ無線通信、さらにサブキャリア変調を用いたテラヘルツレーダーなど、応用分野も広がっ

ている。 

一方、デバイスの物理の解明に関しては微分負性コンダクタンス測定などがあるが、更なる基礎

物理の深化の余地があり、今後は「電子の走行と遷移の融合とは何か」など、より基本的な学理の進

展に期待する。 

 


